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論　文　の　内　容　の　要　旨

　本論文は，移動体通信網における位置登録，その中でも自由に移動を行う端末の位置管理に関して研究し

たものである。携帯電話・PHS等の利用者は増加を続けているが，一方でそれらが利用している通信網に

は許容能力に限界がある。本研究は，位置登録を行う際に端末の移動特性を考慮することにより，無駄を省

き，位置登録方式をより効率的に行う方法について調べたものである。

　移動体通信網において，各端末（携帯電話端末等）はサービスエリア内における位置を常に監視･把握さ

れている。これにより任意の端末への着信が確実に通知されるようになっている。現状の移動体通信網にお

いてはサービスエリアを複数の小エリア（ロケーションエリア）に分割し，さらにセルという基本的な地域

ユニットに分割される。ネットワークシステムには，端末がどのロケーションエリアに滞在しているか，が

各端末の位置情報として把握されている。また端末には，移動特性がある。朝の通勤時間帯での住宅地から

オフィス街への移動，夕刻からのオフィス街から住宅街への移動などは，その典型的な一つの移動特性の例

である。一方，現在使用されている移動体通信網ではロケーションエリアは静的（固定的）に配置され，そ

のロケーションエリアの形状が端末の移動特性に対応していないと指摘されている。

　本論文では，以上に述べた移動する端末の移動特性に着目し，より効率的な位置登録方式について検討し

たものである。端末の移動特性を表わすのに，移動体通信網の研究において頻繁に使用されている正方形セ

ルモデルと正六角形セルモデルの 2モデルを使用し，それらの両モデルに対して，特定の端末の移動特性で

の各セルへの訪問確率を計算する手法を提案している。それにより，端末の移動特性に対応する最適化ロケー

ションエリアの形状の計算アルゴリズムを新たに提案している。また，提案した手法により求めた最適化ロ

ケーションエリアと従来の手法で求めたロケーションエリアとの比較を行い，提案した手法の有効性を明ら

かにしている。
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審　査　の　結　果　の　要　旨

　本研究は，今後も必要不可欠な生活の基盤として利用され続けると予想される，移動体通信網における効

率的な通信の実現の技術的課題である，端末の移動特性を考慮した位置登録方式について検討し好適な方式

を求め，そこから得られる知見を示したものであって，情報工学上貢献するところが大きいと判断される。 

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




